
マンガでわかる AI壁打ち編

問いの、質。
ベテランの勘が、AIを使いこなす。

ホテル本社ドットコム



秋のマラソン大
会の料金、どう
決めてるんです

か？

いつもより料金
を上げていい日

だ。長年やれば、
わかる。

ただ…なぜと
聞かれると、
うまく言えな
いんだな。

三十年の勘。
言葉にでき
れば、経験
を渡せるの

に。



藪本さん、
AIに聞けば
答えが出る
んですかね。

出ます。
ただし、
ありきた
りの答え
なら。

AIは答え
る装置で
はなく、
壁打ちの
壁です。

壁打ちの、
壁…。

勘とも、
ぶつけ合
えるのか
ね。

支配人の
問いの質
が、答え
の質を決
めます。



秋のマラソ
ン大会、
いくらに設
定すべき
か？

AI:
「過去の傾
向では、強
気の設定で
も稼働は維
持できま
す。」

「上げても埋
まる」、か。
それは私でも
言える。

誰が聞いて
も、同じ答
えだな。

この物
足りな
さは、
何だ？



AIの答えは出ま
した。正しいが、

浅い。

うちの大会の
日は、あんな
一般論じゃな

い。

その違和感が、
三十年の経験

です。

浅いのは、ま
だ問いの方な
んです。

問いが、
浅い…。

私にしか、
出せない
問いか。

同じAI
でも、

問う人の
経験で、
答えは変
わります。



待てよ。去
年の大会、
泊まりは
思ったほど
伸びなかっ

た。

走って、そ
のまま帰る
人が多かっ
たんだ。

前泊するの
は、遠方の
ランナーだ
けだ。

その一言
で、問い
が変わり
ます。

分けて、
聞く…。

AIの見る
場所が、
変わるん
です。



宿泊需要は、
遠方の参加
者に集中し
ています。

数字が、
変わった。

問いを変
えたのは、
支配人で
すよ。

答えを見
ると、次
の問いが
湧いてく
る。

往復する
ほど、鋭
くなりま
す。

問いが、答
えを連れて
くるのか。



客はラン
ナーだけ
じゃない。
応援の家族
も来る。

その視点は、
データから
は出てきま
せん。

三十年の目
だけが、AI
に教えられ
ることです。



ただ、藪本さ
ん。ひとつ
引っかかって
るんだ。

料金を高く売
れば、いつも
の常連さんが
泊まれなくな

る。

何十年も、
この宿を選
び続けてく
れた人たち。

その問いは、
AIからは出
てきません。



一晩の単価のため
に、弾いていいの

か。

常連さんの予
約は、ひと月
前には入る。

では、ひと月前
まで常連枠を残

し、

残りをイベント
価格で。試算し

ます。

単価も関係
も、守れる
のか。

それが、私
のやりた
かった売り
方だ。



長年の勘は、間違っ
ていない。

AIに問いかけると、
その勘を支えてきた
根拠が、数字で見え
てくる。なぜ強気で
いいのか。なぜ常連
を守れるのか。

説明できるように
なった判断は、チー
ムに引き継げる財産
になる。

試算です。
売上も、常
連さんも守
れます。

勘は、正
しかった。

だが今日か
らは、理由
を語れる勘

だ。

もう、次
の問いが
浮かんで
いる顔で
すね。



支配人、秋の大
会の売り方、ど
う考えたんです

か？

まず、誰のため
の日かを考えた。

走りに来る人と、
いつも来てくれ
る人。両方のた
めの日だ。

料金だけじゃな
く、関係も見る
んですね。

僕も、AIに聞い
てみようかな。

いい問いは、現
場からしか生ま

れない。

お客様を見るこ
とが先だ。私も
そこからだった。



AIは、経験の代わ
りにはならない。
経験を、活かすた
めの道具だ。

難しい操作も、専
門知識もいらない。
現場で積み上げて
きた疑問を、話し
かけるように聞く
だけでいい。

長く現場に立って
きた人ほど、AIは
深く応えてくれる。

経験がある
人ほど、AI
に深く問え
るんです。

なら、この
三十年も捨
てたもの

じゃないな。

経験に裏打ち
された、問い
の質が、AIの
質になる。
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